様式第８号（実績報告書）
	 受付番号
	

	 受付年月日
	


住宅用県産材高騰対策緊急支援事業費補助金実績報告書
申請日：　　　　年　　月　　日
	　　岐阜県知事　様

	 【申込者(工務店等名)】〒
住　　所

事業者名
代表者職氏名

連絡先(電話番号) 


　岐阜県が実施する、住宅用県産材高騰対策緊急支援事業費補助金実施要領（以下「要領」という。）第８条第１項の規定に基づき、下記のとおり実績を報告します。
      　                                 記
	１　住宅等概要
	建築場所
	　　　　　都 道 府 県　　　　　　　　　　市 町 村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	建築主名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	事業完了日
	　　　　　年　　　　　月　　　　日
※「２申請内容」に計上した県産材について「木材事業者等への支払い完了日」、「建築主との工事契約で補助金申請額分を減した変更契約日又は建築主への補助金申請額分振込日」のいずれか遅い日

	
	住宅等の仕様
	（住宅）　① 平屋建て　② ２階建て　③ ３階建て
※該当する番号に○をつけて下さい

	
	
	延べ床面積　　　　　　  ㎡　（住居部分）

	
	問い合わせ先
（担当者）
	担当者部署：
担当者氏名：
（TEL：　　　　―　　　　―　　　　）
（E-mail:　　　　　　　　　　　　　　）

	２　申請内容
	補助金申請額(①～⑥の合計)：　　　　　　　　　　　円　※1,000円未満切り捨て

	
	【内訳】当補助金の交付を受けようとする部材ごとに県産材使用量を記載し、補助金申請額を計算してください。
①～⑤は小数点以下第4位まで表示(第5位以下四捨五入)

⑥は小数点以下第1まで表示(第2位以下切り捨て)

①　柱材・束等使用量　　　　　　　

　㎥　×　45,000円/㎥　＝

　　　　　　　　

 円

②　土台・大引等使用量　　　　　　　

㎥　×　40,000円/㎥　＝

　　　　

 円

③　横架材使用量　　　　　　

㎥　×　20,000円/㎥　＝

　　　　　　　　

 円

④　羽柄材使用量　　　　　　

㎥　×　30,000円/㎥　＝

　　　　　　　　

 円

⑤　構造用合板使用量　　　　

㎥　×　28,000円/㎥　＝

　　　　　　　　

 円

⑥　内装材使用面積　　　　　

㎡　×　　 500円/㎡　＝

　　　　　　　　

 円

計　  

　　　　　　　　

 円



	
	産直住宅普及活動支援事業(建設支援タイプ)の申請（どちらかに○）　有  ・  無
(有の場合、産直住宅普及活動支援事業で贈呈する木質部材を当補助金①～⑥から除外すること)
※ぎふの木で家づくり推進事業実施要領別記様式第10号添付を添付すること


＜添付資料＞
※補助金交付申請書の申込内容から変更がない場合、①～③は提出不要です。
①　工事着手日が確認できる書類
（建築基準法第６条第１項第２号又は第４号に基づく申請が必要な住宅）
第６条第１項の規定による確認申請書（第一面から第四面）及び同条第４項の規定による
確認済証の写し
　（上記以外の住宅）
　　建築基準法第１５条第１項の規定による建築工事届の写し

②　申請住宅の建築場所を示した位置図
③　申請住宅の各階の平面図（内装材の補助を申請する場合は、該当箇所を平面図・展開図等への色付け等により示すこと）
④　構造材（柱・土台・横架材）使用量計算書（様式第７号の１）、羽柄材使用量計算書（様式第７号の２）、構造用合板使用量計算書（様式第７号の３）、内装材使用面積計算書（様式第７号の４）のうち、該当するもの
⑤　全ての木材の使用が確認できる書類及び「性能表示材」であることを証明する書類
　　（例：納品書、出荷証明書等）

⑥　住宅用県産材高騰対策緊急支援事業補助住宅等概要書（様式第９号）

⑦　補助対象となる部材の代金について木材事業者等に支払いを完了したことがわかる書類
　　　例）・振込通知書の写し

⑧　補助金額を建築主へ還元したことが分かる書類
例）・変更契約書の写し（補助金額分が減額されていることが分かる内訳書を添付）
・振込通知書の写し（建築主に対し補助金額分を全額振込んだもので、手数料等を申込者が負担
しているもの）
　

